
 

1/12 令和 7 年度大学入学者選抜（令和６年度実施）について（予告）（第一報） 

令和４年８月１日 

 

令和７年度大学入学者選抜（令和６年度実施）について（予告）（第一報） 

 

東京学芸大学  

 

本学では、令和６年度に実施する令和７年度大学入学者選抜について、以下のとおり行うことを予定

しております。また、今後、新たに予告する内容が決まりましたら、順次お知らせします。 

なお、お知らせした内容について、一部修正や変更をさせていただく場合もございます。つきまして

は、本学公式ウェブサイト（https://www.u-gakugei.ac.jp/）内の「学部入試情報サイト」、並びに令

和６年度に公表する「令和７年度入学者選抜要項」「令和７年度学生募集要項」についても、必ずご確認

くださいますようお願いいたします。 
 

令和７年度入学者選抜において学生を募集する教育学部の各コース・プログラム 
課程 専攻 コース・プログラム 課程 専攻 コース 

学

校

教

育

教

員

養

成

課

程 

初等教育専攻 
（略称：Ａ類） 

国語コース 

教
育
支
援
課
程 

教育支援専攻 
（略称：Ｅ類） 

生涯学習・文化遺産教育コース 
社会コース カウンセリングコース 
数学コース ソーシャルワークコース 
理科コース 多文化共生教育コース 
音楽コース 情報教育コース 
美術コース 表現教育コース 
保健体育コース 生涯スポーツコース 
家庭コース 

 

英語コース 
現代教育実践コース 学校教育プログラム 
現代教育実践コース 学校心理プログラム 
現代教育実践コース 国際教育プログラム 
現代教育実践コース 環境教育プログラム 
ものづくり技術コース 
幼児教育コース 

中等教育専攻 
（略称：Ｂ類） 

国語コース 
社会コース 
数学コース 
理科コース 
音楽コース 
美術コース 
保健体育コース 
家庭コース 
技術コース 
英語コース 
書道コース 
情報コース 

特別支援教育専攻（略称：Ｃ類） 
養護教育専攻 

（略称：Ｄ類） 
養護教育コース 

 

今回お知らせする内容 

１．【一般選抜】大学入学共通テストの受験を要する教科・科目等 

２．【一般選抜】東京学芸大学入学試験（個別学力検査等）の出題教科・科目等 

（１）前期日程 （２）後期日程 

３．【帰国生選抜】東京学芸大学入学試験の出題教科・科目等 

４．【私費外国人留学生選抜】東京学芸大学入学試験の出題教科・科目等 

５．総合型選抜の実施について 

※学校推薦型選抜・国際バカロレア選抜については、第二報以降でお知らせします。また、各選抜区分の募集人員や

配点についても、決まり次第お知らせしていきます。 
  

R4.11.11 更新版 
〔以前の更新〕R4.9.29 

R4.8.19 



 

2/12 令和 7 年度大学入学者選抜（令和６年度実施）について（予告）（第一報） 

 
 
 
 

１．【一般選抜】大学入学共通テストの受験を要する教科・科目等 

注１：地理歴史、公民において２科目受験した場合は、『第１解答科目』の成績を用いる。 
 
 

注２：地理歴史、公民並びに理科において、いずれも２科目受験した場合は、それぞれの『第１解答科目』の成績を用いたうえで、それぞれの『第２解答科目』
うち高得点の成績を用いる。 
ただし、理科においては、基礎を付した科目と基礎を付さない科目の同一名称科目の利用は不可とする。 
よって、理科の『第２解答科目』を、『第１解答科目』で用いた科目と同一名称科目で受験した場合は、理科の『第２解答科目』の成績は利用できなくな
るので、以下の点に注意すること。 
 

① 科目数不足により受験ができなくなる 
〔具体例〕地理歴史、公民は『地理総合、地理探究』のみ受験し、理科は第１解答科目『化学基礎、生物基礎』、第２解答科目『生物』を受験した場合 

→地理歴史、公民から『地理総合、地理探究』１科目、理科から第１解答科目の『化学基礎、生物基礎』１科目、計２科目のみの利用となり、科目数不足となる。 
 

② 『第２解答科目』のうち高得点の成績を利用できない可能性 
〔具体例〕地理歴史、公民は第１解答科目『地理総合、地理探究』、第２解答科目『歴史総合、日本史探究』を受験し、理科は第１解答科目『化学基礎、生物基

礎』、第２解答科目『生物』を受験した場合 
→地理歴史、公民から第１解答科目『地理総合、地理探究』と第２解答科目『歴史総合、日本史探究』、理科から第１解答科目の『化学基礎、生物基礎』、計

３科目の利用となり、科目数は足りるが、仮に理科の第２解答科目『生物』が、地理歴史、公民の第２解答科目『歴史総合、日本史探究』より高得点であっ
た場合であっても、『生物』は利用できない。 

 
  

専攻（類）、コース 
大学入学共通テストの受験を要する教科・科目等 

教 科 科  目  等 

Ａ類 数学コース 
Ａ類 理科コース 
Ａ類 ものづくり技術コース 
Ｂ類 数学コース 
Ｂ類 理科コース 
Ｂ類 技術コース 
Ｂ類 情報コース 
Ｄ類 養護教育コース 
Ｅ類 情報教育コース 

国 語 『国語』（必須） 

地理歴史 
公 民 

『地理総合、地理探究』、『歴史総合、日本史探究』、 
『歴史総合、世界史探究』、『地理総合、歴史総合、公共』、  から１ 注１ 
『公共、倫理』、『公共、政治・経済』 

理 科 

『物理基礎、化学基礎、生物基礎、地学基礎』、『物理』、『化学』、『生物』、『地学』 から２ 
ただし、『物理基礎、化学基礎、生物基礎、地学基礎』を選択する場合は、出題範囲（「物理基礎」、「化学
基礎」、「生物基礎」、「地学基礎」）のうち、いずれか２科目の内容の問題を選択して解答する（基礎を付
した科目２科目と基礎を付さない科目１科目を利用する）。ただし、基礎を付した科目と基礎を付さない科
目の同一名称科目の利用は不可とするので注意すること。 

数 学 『数学Ⅰ、数学Ａ』（必須）、『数学Ⅱ、数学Ｂ、数学Ｃ』（必須） 

外国語 『英語（リスニングを含む）』、『ドイツ語』、『フランス語』、『中国語』、『韓国語』 から１ 

情 報 『情報Ⅰ』（必須） 

［６教科８科目］ 

専攻（類）、コース・プログラム 
大学入学共通テストの受験を要する教科・科目等 

教 科 科  目  等 

Ａ類 国語コース 
Ａ類 社会コース 
Ａ類 家庭コース 
Ａ類 英語コース 
Ａ類 現代教育実践コース 

学校教育プログラム 
学校心理プログラム 
国際教育プログラム 

Ａ類 幼児教育コース 
Ｂ類 国語コース 
Ｂ類 社会コース 
Ｂ類 家庭コース 
Ｂ類 英語コース 
Ｅ類 生涯学習・文化遺産教育コース 
Ｅ類 カウンセリングコース 
Ｅ類 ソーシャルワークコース 
Ｅ類 多文化共生教育コース 
Ｅ類 表現教育コース 

国 語 『国語』（必須） 

地理歴史 
公 民 

『地理総合、地理探究』、『歴史総合、日本史探究』、 
『歴史総合、世界史探究』、『地理総合、歴史総合、公共』、  から１又は２ 
『公共、倫理』、『公共、政治・経済』 

理 科 

『物理基礎、化学基礎、生物基礎、地学基礎』、 
『物理』、『化学』、『生物』、『地学』 
ただし、『物理基礎、化学基礎、生物基礎、地学基礎』を選択する場合は、 
出題範囲（「物理基礎」、「化学基礎」、「生物基礎」、「地学基礎」）のうち、 
いずれか２科目の内容の問題を選択して解答する。 

数 学 『数学Ⅰ、数学Ａ』（必須）、『数学Ⅱ、数学Ｂ、数学Ｃ』（必須） 

外国語 『英語（リスニングを含む）』、『ドイツ語』、『フランス語』、『中国語』、『韓国語』 から１ 

情 報 『情報Ⅰ』（必須） 

［６教科８科目又は７教科８科目］ 

から１又は２ から３ 

注２ 

地理歴史、公民において２科目受験する場合、選択することができない科目の組合せがあるので、「大学入試センター」からの発表を確認すること。 
（大学入試センター「令和７年度以降の試験に向けた検討について」 https://www.dnc.ac.jp/kyotsu/shiken_jouhou/r7ikou/r7ikou.html ） 

〔R4.11.11 URLの変更に伴う修正〕 
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注３：地理歴史、公民において２科目受験した場合は、『第１解答科目』の成績を用いる。 
注４：理科において２科目受験した場合は、『第１解答科目』の成績を用いる。 
 
 

注５：地理歴史、公民において２科目受験した場合は、『第１解答科目』の成績を用いる。 
注６：理科において２科目受験した場合は、『第１解答科目』の成績を用いる。 
 
 

注７：地理歴史、公民、理科（理科の基礎を付す科目は２科目で１科目とする。以下同様）及び数学の各科目のうち、高得点の成績順に３科目利用する。 
地理歴史、公民においては、２科目受験しても差し支えない。 
理科において２科目受験した場合は、『第１解答科目』の成績を用いる。 

  

専攻（類）、コース・プログラム 
大学入学共通テストの受験を要する教科・科目等 

教 科 科  目  等 

Ａ類 現代教育実践コース 
環境教育プログラム 

Ｃ類 

国 語 『国語』（必須） 

地理歴史 
公 民 

『地理総合、地理探究』、『歴史総合、日本史探究』、 
『歴史総合、世界史探究』、『地理総合、歴史総合、公共』、  から１ 注３ 
『公共、倫理』、『公共、政治・経済』 

理 科 
『物理基礎、化学基礎、生物基礎、地学基礎』、『物理』、『化学』、『生物』、『地学』 から１ 
ただし、『物理基礎、化学基礎、生物基礎、地学基礎』を選択する場合は、出題範囲（「物理基礎」、「化学
基礎」、「生物基礎」、「地学基礎」）のうち、いずれか２科目の内容の問題を選択して解答する。 注４ 

数 学 『数学Ⅰ、数学Ａ』（必須）、『数学Ⅱ、数学Ｂ、数学Ｃ』（必須） 

外国語 『英語（リスニングを含む）』、『ドイツ語』、『フランス語』、『中国語』、『韓国語』 から１ 

情 報 『情報Ⅰ』（必須） 

［６教科７科目］ 

専攻（類）、コース 
大学入学共通テストの受験を要する教科・科目等 

教 科 科  目  等 

Ａ類 音楽コース 
Ａ類 美術コース 
Ａ類 保健体育コース 
Ｂ類 保健体育コース 
Ｂ類 書道コース 
Ｅ類 生涯スポーツコース 

国 語 『国語』（必須） 

地理歴史 
公 民 

『地理総合、地理探究』、『歴史総合、日本史探究』、 
『歴史総合、世界史探究』、『地理総合、歴史総合、公共』、  から１ 注５ 
『公共、倫理』、『公共、政治・経済』 

理 科 
『物理基礎、化学基礎、生物基礎、地学基礎』、『物理』、『化学』、『生物』、『地学』 から１ 
ただし、『物理基礎、化学基礎、生物基礎、地学基礎』を選択する場合は、出題範囲（「物理基礎」、「化学
基礎」、「生物基礎」、「地学基礎」）のうち、いずれか２科目の内容の問題を選択して解答する。 注６ 

数 学 『数学Ⅰ、数学Ａ』（必須） 

外国語 『英語（リスニングを含む）』、『ドイツ語』、『フランス語』、『中国語』、『韓国語』 から１ 

情 報 『情報Ⅰ』（必須） 

［６教科６科目］ 

専攻（類）、コース 
大学入学共通テストの受験を要する教科・科目等 

教 科 科  目  等 

Ｂ類 音楽コース 
Ｂ類 美術コース 

国 語 『国語』（必須） 

地理歴史 
公 民 

『地理総合、地理探究』、『歴史総合、日本史探究』、 
『歴史総合、世界史探究』、『地理総合、歴史総合、公共』、 
『公共、倫理』、『公共、政治・経済』 

理 科 

『物理基礎、化学基礎、生物基礎、地学基礎』、 
『物理』、『化学』、『生物』、『地学』 
ただし、『物理基礎、化学基礎、生物基礎、地学基礎』を選択する場合は、 
出題範囲（「物理基礎」、「化学基礎」、「生物基礎」、「地学基礎」）のうち、 
いずれか２科目の内容の問題を選択して解答する。 

数 学 『数学Ⅰ、数学Ａ』 

外国語 『英語（リスニングを含む）』、『ドイツ語』、『フランス語』、『中国語』、『韓国語』 から１ 

情 報 『情報Ⅰ』（必須） 

［５教科６科目又は６教科６科目］ 

から３（ただし理科

は１か０） 注７ 

地理歴史、公民において２科目受験する場合、選択することができない科目の組合せがあるので、「大学入試センター」からの発表を確認すること。 
（大学入試センター「令和７年度以降の試験に向けた検討について」 https://www.dnc.ac.jp/kyotsu/shiken_jouhou/r7ikou/r7ikou.html ） 

〔R4.11.11 URLの変更に伴う修正〕 
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２．【一般選抜】東京学芸大学入学試験（個別学力検査等）の出題教科・科目等 
（１）前期日程 

学校教育教員養成課程 
専攻 

（類） コース・プログラム 出題教科 
出題科目（出題範囲） 

◎は必須科目、○は選択科目を示す 
受 験 
科目数 摘  要 

初

等

教

育

専

攻

（

Ａ

類

） 

国語コース 
国 語 

現 代 の 国 語 ◎ 

6  

言 語 文 化 ◎ 
論 理 国 語 ◎ 
文 学 国 語 ◎ 
国 語 表 現 ◎ 
古 典 探 究 ◎ 

小 論 文 ◎ １ 

社会コース 
地 理 歴 史 

歴 史 総 合 ・ 日 本 史 探 究 ○ 

１ 
「歴史総合・日本史探究」、「歴史総合・世界
史探究」、「地理総合」、「公共」の４つの中か
ら１つを選択 

歴 史 総 合 ・ 世 界 史 探 究 ○ 
地 理 総 合 ○ 

公 民 公 共 ○ 
小 論 文 ◎ 1 小論文は必須科目 

数学コース 
数 学 

数 学 Ⅰ ◎ 

6 

数学Ａは、図形の性質、場合の数と確率 
数学Ｂは、数列、統計的な推測 
数学Ｃは、ベクトル、平面上の曲線と複素数
平面 

数 学 Ⅱ ◎ 
数 学 Ⅲ ◎ 
数 学 Ａ ◎ 
数 学 Ｂ ◎ 
数 学 Ｃ ◎ 

小 論 文 ◎ 1  

理科コース 
理 科 

物 理 基 礎 ○ 

1 理科の上欄のグループ（４科目）から１科目
と下欄のグループ（４科目）から１科目の計
２科目選択 
ただし、上欄のグループから選択する科目の
分野と下欄のグループから選択する科目の分
野は異なること 

化 学 基 礎 ○ 
生 物 基 礎 ○ 
地 学 基 礎 ○ 
物 理 基 礎 ・ 物 理 ○ 

1 
化 学 基 礎 ・ 化 学 ○ 
生 物 基 礎 ・ 生 物 ○ 
地 学 基 礎 ・ 地 学 ○ 

小 論 文 ◎ 1 小論文は必須科目 

音楽コース 
共 通 試 験 （ 楽 典 、 聴 音 、 新 曲 視 唱 ） 
音 楽 実 技 

◎ 
2  

◎ 
面 接 ◎ 1  

美術コース 
図 工 ・ 美 術 実 技 （ 選 択 問 題 ） ◎ 1  
面 接 ◎ 1 

保健体育コース 
体 育 実 技 ◎ 1 体育実技は本表下欄の枠内を要確認 
面 接 ◎ 1  

家庭コース 小 論 文 ◎ 1  

英語コース 
外国語（英語） 

英語コミュニケーションⅠ ◎ 

6 

 

英語コミュニケーションⅡ ◎ 
英語コミュニケーションⅢ ◎ 
論 理 ・ 表 現 Ⅰ ◎ 
論 理 ・ 表 現 Ⅱ ◎ 
論 理 ・ 表 現 Ⅲ ◎ 
(ディクテーションを含む)  

面   接  （ 英 語 に よ る も の を 含 む ） ◎ 1  

現代教育実践コース 
学校教育プログラム 

小 論 文 ◎ 1  

現代教育実践コース 
学校心理プログラム 

面 接 ◎ 1 口頭試問を含む 

現代教育実践コース 
国際教育プログラム 面 接 ◎ 1  

現代教育実践コース 
環境教育プログラム 

理 科 

物 理 基 礎 ○ 

2 理科を選択する場合には、左の理科４科目か
ら２科目を選択し、地理歴史・公民を選択す
る場合には、「歴史総合・日本史探究」、「歴史
総合・世界史探究」、「地理総合」、「公共」の
４つの中から１つを選択 

化 学 基 礎 ○ 
生 物 基 礎 ○ 
地 学 基 礎 ○ 

地 理 歴 史 
歴 史 総 合 ・ 日 本 史 探 究 ○ 

1 
歴 史 総 合 ・ 世 界 史 探 究 ○ 
地 理 総 合 ○ 

公 民 公 共 ○ 
小 論 文 ◎ 1 小論文は必須科目 

ものづくり技術コース 面 接 ◎ 1 口頭試問を含む。作品や、それを提示するた
めの資料等の持込不可。 

幼児教育コース 幼 児 教 育 課 題 及 び 面 接 ◎ 1 
幼児教育課題は記述によるものとし、面接に
おける口頭試問で用いる。 

「小論文の概要」及び「実技試験等の内容」については、令和６年度に公表する「令和７年度入学者選抜要項」「令和７年度学生募集要項」にてご確認ください。 
 

【一般選抜】初等教育専攻（Ａ類）保健体育コースの「体育実技」について 
令和７年度より、初等教育専攻（Ａ類）保健体育コースの「体育実技」は、これまで実施してきた「所定の試験種目一覧から選択」する方式から、複数の基

礎的な運動の出来映えを評価する「基礎運動技能テスト」（仮称）に変更します。 
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【一般選抜 前期日程】 
専攻 

（類） 
コース 出題教科 

出題科目（出題範囲） 
◎は必須科目、○は選択科目を示す 

受 験 
科目数 

摘  要 

中

等

教

育

専

攻

（

Ｂ

類

） 

国語コース 
国 語 

現 代 の 国 語 ◎ 

6 

 

言 語 文 化 ◎ 
論 理 国 語 ◎ 
文 学 国 語 ◎ 
国 語 表 現 ◎ 
古 典 探 究 ◎ 

小 論 文 ◎ １ 
 

社会コース 
地 理 歴 史 

歴 史 総 合 ・ 日 本 史 探 究 ○ 

1 
「歴史総合・日本史探究」、「歴史総合・世
界史探究」、「地理総合」、「公共」の４つの
中から１つを選択 

歴 史 総 合 ・ 世 界 史 探 究 ○ 
地 理 総 合 ○ 

公 民 公 共 ○ 
小 論 文 ◎ 1 小論文は必須科目 

数学コース 
数 学 

数 学 Ⅰ ◎ 

6 

数学Ａは、図形の性質、場合の数と確率 
数学Ｂは、数列、統計的な推測 
数学Ｃは、ベクトル、平面上の曲線と複素数
平面 

数 学 Ⅱ ◎ 
数 学 Ⅲ ◎ 
数 学 Ａ ◎ 
数 学 Ｂ ◎ 
数 学 Ｃ ◎ 

小 論 文 ◎ 1 
 

理科コース 
理 科 

物 理 基 礎 ・ 物 理 ○ 

2 
理科は左の「同一分野の科目２科目」の組み
合わせから２つ選択 

化 学 基 礎 ・ 化 学 ○ 
生 物 基 礎 ・ 生 物 ○ 
地 学 基 礎 ・ 地 学 ○ 

小 論 文 ◎ 1 小論文は必須科目 

音楽コース 
共 通 試 験 （ 楽 典 、 聴 音 、 新 曲 視 唱 ） 
音 楽 実 技 

◎ 
◎ 

2 
 

面 接 ◎ 1  

美術コース 
美 術 実 技 （ 選 択 問 題 ） ◎ 1  
面 接 ◎ 1 

保健体育コース 
体 育 実 技 ◎ 1 体育実技は本表下欄の枠内を要確認 
面 接 ◎ 1  

家庭コース 小 論 文 ◎ 1 
 

技術コース 面 接 ◎ 1 
口頭試問を含む。作品や、それを提示するた
めの資料等の持込不可。 

英語コース 
外国語（英語） 

英語コミュニケーションⅠ ◎ 

6 

 
英語コミュニケーションⅡ ◎ 
英語コミュニケーションⅢ ◎ 
論 理 ・ 表 現 Ⅰ ◎ 
論 理 ・ 表 現 Ⅱ ◎ 
論 理 ・ 表 現 Ⅲ ◎ 
(ディクテーションを含む) 

 

面   接  （ 英 語 に よ る も の を 含 む ） ◎ 1  

書道コース 
国 語 

現 代 の 国 語 ◎ 

6 

 
言 語 文 化 ◎ 
論 理 国 語 ◎ 
文 学 国 語 ◎ 
国 語 表 現 ◎ 
古 典 探 究 ◎ 

書 道 実 技 ◎ 1 
 

小 論 文 ◎ 1 

情報コース 
数 学 

数 学 Ⅰ ◎ 

6 

数学Ａは、図形の性質、場合の数と確率 
数学Ｂは、数列、統計的な推測 
数学Ｃは、ベクトル、平面上の曲線と複素数
平面 

数 学 Ⅱ ◎ 
数 学 Ⅲ ◎ 
数 学 Ａ ◎ 
数 学 Ｂ ◎ 
数 学 Ｃ ◎ 

面 接 ◎ 1 面接は、口頭試問を含む 

特別支援教育専攻（Ｃ類） 
小 論 文 ◎ 1  
面 接 ◎ 1 

養護教育専攻（Ｄ類） 
養護教育コース 

小 論 文 ◎ 1  
面 接 ◎ 1 

「小論文の概要」及び「実技試験等の内容」については、令和６年度に公表する「令和７年度入学者選抜要項」「令和７年度学生募集要項」にてご確認ください。 
 

【一般選抜】中等教育専攻（Ｂ類）保健体育コースの「体育実技」について 
令和７年度より、中等教育専攻（Ｂ類）保健体育コースの「体育実技」は、これまで実施してきた「所定の試験種目一覧から選択」する方式から、複数の基

礎的な運動の出来映えを評価する「基礎運動技能テスト」（仮称）に変更します。 
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教育支援課程                                         【一般選抜 前期日程】 
専攻 

（類） 
コース 出題教科 

出題科目（出題範囲） 
◎は必須科目、○は選択科目を示す 

受 験 
科目数 

摘  要 

教
育
支
援
専
攻
（
Ｅ
類
） 

生涯学習・文化遺産教育コース 小 論 文 ◎ 1  
カウンセリングコース 面 接 ◎ 1  
ソーシャルワークコース 小 論 文 ◎ 1  
多文化共生教育コース 小 論 文 ◎ 1  

情報教育コース 
数 学 

数 学 Ⅰ ◎ 

6 

数学Ａは、図形の性質、場合の数と確率 
数学Ｂは、数列、統計的な推測 
数学Ｃは、ベクトル、平面上の曲線と複素数
平面 

数 学 Ⅱ ◎ 
数 学 Ⅲ ◎ 
数 学 Ａ ◎ 
数 学 Ｂ ◎ 
数 学 Ｃ ◎ 

面 接 ◎ 1 面接は、口頭試問を含む 
表現教育コース 小 論 文 ◎ 1  

生涯スポーツコース 
書 類 ◎ 1 書類は本表下欄の枠内を要確認 
面 接 ◎ 1  

「小論文の概要」及び「実技試験等の内容」については、令和６年度に公表する「令和７年度入学者選抜要項」「令和７年度学生募集要項」にてご確認ください。 

 
【一般選抜】教育支援専攻（Ｅ類）生涯スポーツコースの「書類」について 

令和７年度より、教育支援専攻（Ｅ類）生涯スポーツコースでは、出願時に提出される書類を点数化します。書類は同コース専用の様式となり、内容は志望
理由、活動報告（スポーツ競技・他の活動）、活動報告に記された内容の証明書、等とします。 

 
 
 
 
 
 

（２）後期日程 
学校教育教員養成課程 
専攻 

（類） 
コース・プログラム 

出題教科・科目等 
◎は必須科目、○は選択科目を示す 

受 験 
科目数 

摘  要 

初
等
教
育
専
攻
（
Ａ
類
） 

国語コース 面 接 ◎ 1 口頭試問を含む 
社会コース 面 接 ◎ 1  

数学コース 面 接 ◎ 1 口頭試問を含む 
理科コース 面 接 ◎ 1 口頭試問を含む 

音楽コース 
音 楽 実 技 ◎ 1 

 

面 接 ◎ 1 
現代教育実践コース 
学校教育プログラム 

面 接 ◎ 1 口頭試問を含む 

中
等
教
育
専
攻 

（
Ｂ
類
） 

社会コース 面 接 ◎ 1  

数学コース 面 接 ◎ 1 口頭試問を含む 

理科コース 面 接 ◎ 1 口頭試問を含む 

「実技試験等の内容」については、令和６年度に公表する「令和７年度入学者選抜要項」「令和７年度学生募集要項」にてご確認ください。 
 

教育支援課程 
専攻 

（類） 
コース 

出題教科・科目等 
◎は必須科目、○は選択科目を示す 

受 験 
科目数 

摘  要 

教
育
支
援
専
攻 

（
Ｅ
類
） 

生涯学習・文化遺産教育コース 面 接 ◎ 1  

多文化共生教育コース 面 接 ◎ 1  

情報教育コース 面 接 ◎ 1 口頭試問を含む 
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３．【帰国生選抜】東京学芸大学入学試験の出題教科・科目等 
下記の全ての専攻・コース・プログラムで面接（日本語の個人面接）を課す。Ａ類英語・Ｂ類英語は英語による面接を含む。
Ａ類ものづくり技術・Ｂ類技術は口頭試問を含む。また、作品やそれを提示するための資料等の持込を不可とする。 
 
学校教育教員養成課程 （下記の全ての専攻・コース・プログラムで面接を課す。） 
専攻 

（類） 
コース・プログラム 出題教科 

出題科目（出題範囲） 
◎は必須科目、○は選択科目を示す 

受 験 
科目数 

摘  要 

初

等

教

育

専

攻

（

Ａ

類

） 

国語コース 
国 語 

現 代 の 国 語 ◎ 

6  

言 語 文 化 ◎ 
論 理 国 語 ◎ 
文 学 国 語 ◎ 
国 語 表 現 ◎ 
古 典 探 究 ◎ 

小 論 文 ◎ １ 
社会コース 小 論 文 ◎ 1  

数学コース 
数 学 

数 学 Ⅰ ◎ 

6 

数学Ａは、図形の性質、場合の数と確率 
数学Ｂは、数列、統計的な推測 
数学Ｃは、ベクトル、平面上の曲線と複素数
平面 

数 学 Ⅱ ◎ 
数 学 Ⅲ ◎ 
数 学 Ａ ◎ 
数 学 Ｂ ◎ 
数 学 Ｃ ◎ 

小 論 文 ◎ 1  

理科コース 
理 科 

物 理 基 礎 ○ 

1 理科の上欄のグループ（４科目）から１科目
と下欄のグループ（４科目）から１科目の計
２科目選択 
ただし、上欄のグループから選択する科目の
分野と下欄のグループから選択する科目の分
野は異なること 

化 学 基 礎 ○ 
生 物 基 礎 ○ 
地 学 基 礎 ○ 
物 理 基 礎 ・ 物 理 ○ 

1 
化 学 基 礎 ・ 化 学 ○ 
生 物 基 礎 ・ 生 物 ○ 
地 学 基 礎 ・ 地 学 ○ 

小 論 文 ◎ 1 小論文は必須科目 

音楽コース 
共 通 試 験 （ 楽 典 、 聴 音 、 新 曲 視 唱 ） 
音 楽 実 技 

◎ 
2  

◎ 
小 論 文 ◎ 1  

美術コース 
図 工 ・ 美 術 実 技 （ 選 択 問 題 ） ◎ 1  

〔R4.8.19修正〕 面 接  小  論  文 ◎ 1 

保健体育コース 
体 育 実 技 ◎ 1 体育実技は本表下欄の枠内を要確認 
小 論 文 ◎ 1  

家庭コース 小 論 文 ◎ 1  

英語コース 
外国語（英語） 

英語コミュニケーションⅠ ◎ 

6  

英語コミュニケーションⅡ ◎ 
英語コミュニケーションⅢ ◎ 
論 理 ・ 表 現 Ⅰ ◎ 
論 理 ・ 表 現 Ⅱ ◎ 
論 理 ・ 表 現 Ⅲ ◎ 
(ディクテーションを含む) 

 

小 論 文 ◎ 1  

現代教育実践コース 
学校教育プログラム 

小 論 文 ◎ 1  

現代教育実践コース 
学校心理プログラム 

小 論 文 ◎ 1  

現代教育実践コース 
国際教育プログラム 

小 論 文 ◎ 1  

現代教育実践コース 
環境教育プログラム 

小 論 文 ◎ 1  

ものづくり技術コース 小 論 文 ◎ 1  

幼児教育コース 
幼 児 教 育 課 題 及 び 面 接 ◎ 1 〔R4.9.29追記〕 

幼児教育課題は記述によるものとし、面接に
おける口頭試問で用いる。 

小 論 文 ◎ 1 

「小論文の概要」及び「実技試験等の内容」については、令和６年度に公表する「令和７年度入学者選抜要項」「令和７年度学生募集要項」にてご確認ください。 

 
【帰国生選抜】初等教育専攻（Ａ類）保健体育コースの「体育実技」について 

令和７年度より、初等教育専攻（Ａ類）保健体育コースの「体育実技」は、これまで実施してきた「所定の試験種目一覧から選択」する方式から、複数の基
礎的な運動の出来映えを評価する「基礎運動技能テスト」（仮称）に変更します。 
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（下記の全ての専攻・コースで面接を課す。）                                            【帰国生選抜】 
専攻 

（類） 
コース 出題教科 

出題科目（出題範囲） 
◎は必須科目、○は選択科目を示す 

受 験 
科目数 

摘  要 

中

等

教

育

専

攻

（

Ｂ

類

） 

国語コース 
国 語 

現 代 の 国 語 ◎ 

6 

 

言 語 文 化 ◎ 
論 理 国 語 ◎ 
文 学 国 語 ◎ 
国 語 表 現 ◎ 
古 典 探 究 ◎ 

小 論 文 ◎ １ 
 

社会コース 小 論 文 ◎ 1  

数学コース 
数 学 

数 学 Ⅰ ◎ 

6 

数学Ａは、図形の性質、場合の数と確率 
数学Ｂは、数列、統計的な推測 
数学Ｃは、ベクトル、平面上の曲線と複素数
平面 

数 学 Ⅱ ◎ 
数 学 Ⅲ ◎ 
数 学 Ａ ◎ 
数 学 Ｂ ◎ 
数 学 Ｃ ◎ 

小 論 文 ◎ 1 
 

理科コース 
理 科 

物 理 基 礎 ・ 物 理 ○ 

2 
理科は左の「同一分野の科目２科目」の組み
合わせから２つ選択 

化 学 基 礎 ・ 化 学 ○ 
生 物 基 礎 ・ 生 物 ○ 
地 学 基 礎 ・ 地 学 ○ 

小 論 文 ◎ 1 小論文は必須科目 

音楽コース 
共 通 試 験 （ 楽 典 、 聴 音 、 新 曲 視 唱 ） 
音 楽 実 技 

◎ 
◎ 

2 
 

小 論 文 ◎ 1  

美術コース 
美 術 実 技 （ 選 択 問 題 ） ◎ 1  
小 論 文 ◎ 1 

保健体育コース 
体 育 実 技 ◎ 1 体育実技は本表下欄の枠内を要確認 
小 論 文 ◎ 1  

家庭コース 小 論 文 ◎ 1 
 

技術コース 小 論 文 ◎ 1 
 

英語コース 
外国語（英語） 

英語コミュニケーションⅠ ◎ 

6 

 
英語コミュニケーションⅡ ◎ 
英語コミュニケーションⅢ ◎ 
論 理 ・ 表 現 Ⅰ ◎ 
論 理 ・ 表 現 Ⅱ ◎ 
論 理 ・ 表 現 Ⅲ ◎ 
(ディクテーションを含む) 

 

小 論 文 ◎ 1  

書道コース 
国 語 

現 代 の 国 語 ◎ 

6 

 
言 語 文 化 ◎ 
論 理 国 語 ◎ 
文 学 国 語 ◎ 
国 語 表 現 ◎ 
古 典 探 究 ◎ 

書 道 実 技 ◎ 1 
 

小 論 文 ◎ 1 

情報コース 
数 学 

数 学 Ⅰ ◎ 

6 

数学Ａは、図形の性質、場合の数と確率 
数学Ｂは、数列、統計的な推測 
数学Ｃは、ベクトル、平面上の曲線と複素数
平面 

数 学 Ⅱ ◎ 
数 学 Ⅲ ◎ 
数 学 Ａ ◎ 
数 学 Ｂ ◎ 
数 学 Ｃ ◎ 

小 論 文 ◎ 1 
 

特別支援教育専攻（Ｃ類） 小 論 文 ◎ 1  
養護教育専攻（Ｄ類） 
養護教育コース 

小 論 文 ◎ 1 
 

「小論文の概要」及び「実技試験等の内容」については、令和６年度に公表する「令和７年度入学者選抜要項」「令和７年度学生募集要項」にてご確認ください。 

 
【帰国生選抜】中等教育専攻（Ｂ類）保健体育コースの「体育実技」について 

令和７年度より、中等教育専攻（Ｂ類）保健体育コースの「体育実技」は、これまで実施してきた「所定の試験種目一覧から選択」する方式から、複数の基
礎的な運動の出来映えを評価する「基礎運動技能テスト」（仮称）に変更します。 
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教育支援課程 （下記の全ての専攻・コースで面接を課す。）                                   【帰国生選抜】 
専攻 

（類） 
コース 出題教科 

出題科目（出題範囲） 
◎は必須科目、○は選択科目を示す 

受 験 
科目数 

摘  要 

教
育
支
援
専
攻
（
Ｅ
類
） 

生涯学習・文化遺産教育コース 小 論 文 ◎ 1  
カウンセリングコース 小 論 文 ◎ 1  
ソーシャルワークコース 小 論 文 ◎ 1  
多文化共生教育コース 小 論 文 ◎ 1  

情報教育コース 
数 学 

数 学 Ⅰ ◎ 

6 

数学Ａは、図形の性質、場合の数と確率 
数学Ｂは、数列、統計的な推測 
数学Ｃは、ベクトル、平面上の曲線と複素数
平面 

数 学 Ⅱ ◎ 
数 学 Ⅲ ◎ 
数 学 Ａ ◎ 
数 学 Ｂ ◎ 
数 学 Ｃ ◎ 

小 論 文 ◎ 1  

表現教育コース 小 論 文 ◎ 1  

生涯スポーツコース 
書 類 ◎ 1 書類は本表下欄の枠内を要確認 
小 論 文 ◎ 1  

「小論文の概要」及び「実技試験等の内容」については、令和６年度に公表する「令和７年度入学者選抜要項」「令和７年度学生募集要項」にてご確認ください。 

 
【帰国生選抜】教育支援専攻（Ｅ類）生涯スポーツコースの「書類」について 

令和７年度より、教育支援専攻（Ｅ類）生涯スポーツコースでは、出願時に提出される書類を点数化します。書類は同コース専用の様式となり、内容は志望
理由、活動報告（スポーツ競技・他の活動）、活動報告に記された内容の証明書、等とします。 
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４．【私費外国人留学生選抜】東京学芸大学入学試験の出題教科・科目等 
下記の全ての専攻・コース・プログラムで面接（日本語の個人面接）を課す。Ａ類英語・Ｂ類英語は英語による面接を含む。
Ａ類ものづくり技術・Ｂ類技術は口頭試問を含む。また、作品やそれを提示するための資料等の持込を不可とする。 
 
学校教育教員養成課程 （下記の全ての専攻・コース・プログラムで面接を課す。） 
専攻 

（類） 
コース・プログラム 出題教科 

出題科目（出題範囲） 
◎は必須科目、○は選択科目を示す 

受 験 
科目数 

摘  要 

初

等

教

育

専

攻

（

Ａ

類

） 

国語コース 
国 語 

現 代 の 国 語 ◎ 

6  

言 語 文 化 ◎ 
論 理 国 語 ◎ 
文 学 国 語 ◎ 
国 語 表 現 ◎ 
古 典 探 究 ◎ 

小 論 文 ◎ １ 
社会コース 小 論 文 ◎ 1  

数学コース 
数 学 

数 学 Ⅰ ◎ 

6 

数学Ａは、図形の性質、場合の数と確率 
数学Ｂは、数列、統計的な推測 
数学Ｃは、ベクトル、平面上の曲線と複素数
平面 

数 学 Ⅱ ◎ 
数 学 Ⅲ ◎ 
数 学 Ａ ◎ 
数 学 Ｂ ◎ 
数 学 Ｃ ◎ 

小 論 文 ◎ 1  

理科コース 
理 科 

物 理 基 礎 ○ 

1 理科の上欄のグループ（４科目）から１科目
と下欄のグループ（４科目）から１科目の計
２科目選択 
ただし、上欄のグループから選択する科目の
分野と下欄のグループから選択する科目の分
野は異なること 

化 学 基 礎 ○ 
生 物 基 礎 ○ 
地 学 基 礎 ○ 
物 理 基 礎 ・ 物 理 ○ 

1 
化 学 基 礎 ・ 化 学 ○ 
生 物 基 礎 ・ 生 物 ○ 
地 学 基 礎 ・ 地 学 ○ 

小 論 文 ◎ 1 小論文は必須科目 

音楽コース 
共 通 試 験 （ 楽 典 、 聴 音 、 新 曲 視 唱 ） 
音 楽 実 技 

◎ 
2  

◎ 
小 論 文 ◎ 1  

美術コース 
図 工 ・ 美 術 実 技 （ 選 択 問 題 ） ◎ 1  
小 論 文 ◎ 1 

保健体育コース 
体 育 実 技 ◎ 1 体育実技は本表下欄の枠内を要確認 
小 論 文 ◎ 1  

家庭コース 小 論 文 ◎ 1  

英語コース 
外国語（英語） 

英語コミュニケーションⅠ ◎ 

6  

英語コミュニケーションⅡ ◎ 
英語コミュニケーションⅢ ◎ 
論 理 ・ 表 現 Ⅰ ◎ 
論 理 ・ 表 現 Ⅱ ◎ 
論 理 ・ 表 現 Ⅲ ◎ 
(ディクテーションを含む) 

 

小 論 文 ◎ 1  

現代教育実践コース 
学校教育プログラム 

小 論 文 ◎ 1  

現代教育実践コース 
学校心理プログラム 

小 論 文 ◎ 1  

現代教育実践コース 
国際教育プログラム 

小 論 文 ◎ 1  

現代教育実践コース 
環境教育プログラム 

小 論 文 ◎ 1  

ものづくり技術コース 小 論 文 ◎ 1  

幼児教育コース 
幼 児 教 育 課 題 及 び 面 接 ◎ 1 〔R4.9.29追記〕 

幼児教育課題は記述によるものとし、面接に
おける口頭試問で用いる。 

小 論 文 ◎ 1 

「小論文の概要」及び「実技試験等の内容」については、令和６年度に公表する「令和７年度入学者選抜要項」「令和７年度学生募集要項」にてご確認ください。 

 
【私費外国人留学生選抜】初等教育専攻（Ａ類）保健体育コースの「体育実技」について 

令和７年度より、初等教育専攻（Ａ類）保健体育コースの「体育実技」は、これまで実施してきた「所定の試験種目一覧から選択」する方式から、複数の基
礎的な運動の出来映えを評価する「基礎運動技能テスト」（仮称）に変更します。 
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（下記の全ての専攻・コースで面接を課す。）                                        【私費外国人留学生選抜】 
専攻 

（類） 
コース 出題教科 

出題科目（出題範囲） 
◎は必須科目、○は選択科目を示す 

受 験 
科目数 

摘  要 

中

等

教

育

専

攻

（

Ｂ

類

） 

国語コース 
国 語 

現 代 の 国 語 ◎ 

6 

 

言 語 文 化 ◎ 
論 理 国 語 ◎ 
文 学 国 語 ◎ 
国 語 表 現 ◎ 
古 典 探 究 ◎ 

小 論 文 ◎ １ 
 

社会コース 小 論 文 ◎ 1  

数学コース 
数 学 

数 学 Ⅰ ◎ 

6 

数学Ａは、図形の性質、場合の数と確率 
数学Ｂは、数列、統計的な推測 
数学Ｃは、ベクトル、平面上の曲線と複素数
平面 

数 学 Ⅱ ◎ 
数 学 Ⅲ ◎ 
数 学 Ａ ◎ 
数 学 Ｂ ◎ 
数 学 Ｃ ◎ 

小 論 文 ◎ 1 
 

理科コース 
理 科 

物 理 基 礎 ・ 物 理 ○ 

2 
理科は左の「同一分野の科目２科目」の組み
合わせから２つ選択 

化 学 基 礎 ・ 化 学 ○ 
生 物 基 礎 ・ 生 物 ○ 
地 学 基 礎 ・ 地 学 ○ 

小 論 文 ◎ 1 小論文は必須科目 

音楽コース 
共 通 試 験 （ 楽 典 、 聴 音 、 新 曲 視 唱 ） 
音 楽 実 技 

◎ 
◎ 

2 
 

小 論 文 ◎ 1  

美術コース 
美 術 実 技 （ 選 択 問 題 ） ◎ 1  
小 論 文 ◎ 1 

保健体育コース 
体 育 実 技 ◎ 1 体育実技は本表下欄の枠内を要確認 
小 論 文 ◎ 1  

家庭コース 小 論 文 ◎ 1 
 

技術コース 小 論 文 ◎ 1 
 

英語コース 
外国語（英語） 

英語コミュニケーションⅠ ◎ 

6 

 
英語コミュニケーションⅡ ◎ 
英語コミュニケーションⅢ ◎ 
論 理 ・ 表 現 Ⅰ ◎ 
論 理 ・ 表 現 Ⅱ ◎ 
論 理 ・ 表 現 Ⅲ ◎ 
(ディクテーションを含む) 

 

小 論 文 ◎ 1  

書道コース 
国 語 

現 代 の 国 語 ◎ 

6 

 
言 語 文 化 ◎ 
論 理 国 語 ◎ 
文 学 国 語 ◎ 
国 語 表 現 ◎ 
古 典 探 究 ◎ 

書 道 実 技 ◎ 1 
 

情報コース 
数 学 

数 学 Ⅰ ◎ 

6 

数学Ａは、図形の性質、場合の数と確率 
数学Ｂは、数列、統計的な推測 
数学Ｃは、ベクトル、平面上の曲線と複素数
平面 

数 学 Ⅱ ◎ 
数 学 Ⅲ ◎ 
数 学 Ａ ◎ 
数 学 Ｂ ◎ 
数 学 Ｃ ◎ 

小 論 文 ◎ 1 
 

特別支援教育専攻（Ｃ類） 小 論 文 ◎ 1  
養護教育専攻（Ｄ類） 
養護教育コース 

小 論 文 ◎ 1 
 

「小論文の概要」及び「実技試験等の内容」については、令和６年度に公表する「令和７年度入学者選抜要項」「令和７年度学生募集要項」にてご確認ください。 

 
【私費外国人留学生選抜】中等教育専攻（Ｂ類）保健体育コースの「体育実技」について 

令和７年度より、中等教育専攻（Ｂ類）保健体育コースの「体育実技」は、これまで実施してきた「所定の試験種目一覧から選択」する方式から、複数の基
礎的な運動の出来映えを評価する「基礎運動技能テスト」（仮称）に変更します。 
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教育支援課程 （下記の全ての専攻・コースで面接を課す。）                              【私費外国人留学生選抜】 
専攻 

（類） 
コース 出題教科 

出題科目（出題範囲） 
◎は必須科目、○は選択科目を示す 

受 験 
科目数 

摘  要 

教
育
支
援
専
攻
（
Ｅ
類
） 

生涯学習・文化遺産教育コース 小 論 文 ◎ 1  
カウンセリングコース 小 論 文 ◎ 1  
ソーシャルワークコース 小 論 文 ◎ 1  
多文化共生教育コース 小 論 文 ◎ 1  

情報教育コース 
数 学 

数 学 Ⅰ ◎ 

6 

数学Ａは、図形の性質、場合の数と確率 
数学Ｂは、数列、統計的な推測 
数学Ｃは、ベクトル、平面上の曲線と複素数
平面 

数 学 Ⅱ ◎ 
数 学 Ⅲ ◎ 
数 学 Ａ ◎ 
数 学 Ｂ ◎ 
数 学 Ｃ ◎ 

小 論 文 ◎ 1  

表現教育コース 小 論 文 ◎ 1  

生涯スポーツコース 
書 類 ◎ 1 書類は本表下欄の枠内を要確認 
小 論 文 ◎ 1 

 

「小論文の概要」及び「実技試験等の内容」については、令和６年度に公表する「令和７年度入学者選抜要項」「令和７年度学生募集要項」にてご確認ください。 

 
【私費外国人留学生選抜】教育支援専攻（Ｅ類）生涯スポーツコースの「書類」について 

令和７年度より、教育支援専攻（Ｅ類）生涯スポーツコースでは、出願時に提出される書類を点数化します。書類は同コース専用の様式となり、内容は志望
理由、活動報告（スポーツ競技・他の活動）、活動報告に記された内容の証明書、等とします。 

 

 

 
 
 
 
５．総合型選抜の実施について 

東京学芸大学では、令和７年度大学入学者選抜から一部の専攻・コース・プログラムにおいて、入学

志願者の能力・適性や学習に対する意欲、目的意識等を総合的に評価・判定する「総合型選抜」を実施

いたします。 

総合型選抜を実施する専攻・コース・プログラムや、各出願書類（入学志願者本人が記載する書類を

含む 例：活動報告書、入学希望理由書、学修計画書）、募集人員、その他の事項については、決まりま

したら、順次お知らせいたします。 

 


